
R8年度 大阪教育福祉専門学校　教育保育科 第一部　シラバス No.26-01-25

授業科目名 担当教員名

科目区分
施行規則に定める

科目区分　等

必修·選択/単位数 授業方法/担当形態

開講学年/学期 特記事項

テキスト

参考書・

参考資料等

成績評価の方法

授業外（事前・事後）学

習の方法、オフィスアワー

等

授業計画 到達目標番号

第1回
(1-1)-①,②

第2回
(1-1)-①

第3回
(1-1)-①,(1-2)④

第4回
(1-1)-③,(1-2)-①,②

第5回
(1-1)-③,(1-2)-①,②

第6回
(1-2)-②,③

第7回
(1-2)-②,③

第8回
(1-1)-④

第9回
(1-2)-①,②,⑵-①,⑶-

①,②

第10回
(1-3)-②,⑶-②

第11回
(1-1)-②,(1-3)-②

第12回
(1-1)-②,(1-3)-③,④,

⑵-②

第13回
(1-3)-③,④

第14回
(1-3)-④

教育制度論

教職・保育に関する科目

学校教育の体系(諸外国の教育制度改革の動向を含む)

学校の組織と経営

公教育の目的とその担い手である教員の存在意義

学級の組織と運営、教員に求められる役割や資質能力

今日の学校教育と教職の社会的意義及び教員の役割・職務内容

吉田　直哉

講義 / 単独

各回の教科書の該当章を読解する。

質問等は、授業前後の時間帯、および電子メールにて受け付ける。

必修 / 2単位　(30時間）

市川須美子ほか編『教育小六法』(学陽書房)

授業へのコミットメント　10%、提出物(小レポート)　30%、期末レポート　60%

地域コミュニティと学校経営：アカウンタビリティの確立

学校が内外の専門家等と連携・分担して、チームとして組織的に諸課題に対応する必要性について①：地域コミュニティとの連携

学校評価・教員評価と教育改善

教職の意義及び教員の役割・職務内容、服務上の義務規程、身分について

校長のリーダーシップ・教師の専門性の向上

教員の職務内容の全体像と教員に課せられる服務上・身分上の義務

「教育経営学入門　保育士養成・幼稚園教諭教職課程」吉田直哉著（学術研究出版）2024

カリキュラムの開発とマネジメント(ＰＤＣＡサイクル含む)

学校保健安全法に基づく、危機管理を含む学校安全の目的と具体的な取組

現代日本の中央教育行政：文部科学省、中教審

現代日本の地方教育行政：教育委員会、首長部局

授業の概要

及び

全体目標

到達目標

教育の基礎理解に関する科目教育に関する社会的、制度的又は経営的事項

(学校と地域との連携及び学校安全への対応含む。) /

2年 前期 (1-2期) / 年間開講数　1講座

国や自治体がどのような理念・目標を設定し、制度として公教育を維持運営しているかを理解する(教育法・教育政策・教育制度）。学校という組織をいかに良好に動かすか、学級集団をいかに運営する

かを理解する(学校経営、学級経営)。

※オンデマンド授業

イントロダクション・教育経営(マネジメント)とは何か

現代日本の教育法規

学校教育を支える法・制度、行政の枠組み、学校・学級経営のために求められる理論と方法について、基本的な知識・理解を獲得する。

現代社会における教職の重要性の高まりを背景に、教職の意義、教員の役割・資質能力・職務内容等について身に付け、教職への意欲を高める。

(1-1)社会の状況を理解し、その変化が学校教育にもたらす影響とそこから生じる課題、並びにそれに対応するための教育政策の動向を理解する。

　①学校を巡る近年の様々な状況の変化を理解している。

　②子どもの生活の変化を踏まえた指導上の課題を理解している。

　③近年の教育政策の動向を理解している。

　④諸外国の教育事情や教育改革の動向を理解している。

(1-2)現代公教育制度の意義・原理・構造について、その法的・制度的仕組みに関する基礎的知識を身に付けるとともに、そこに内在する課題を理解している。

　①公教育の原理及び理念を理解している。

　②公教育制度を構成している教育関係法規を理解している。

　③教育制度を支える教育行政の理念と仕組みを理解している。

　④教育制度をめぐる諸課題について例示することができる。

(1-3)学校や教育行政機関の目的とその実現について、経営の観点から理解する。

　①公教育の目的を実現するために学校経営の望むべき姿を理解している。

　②学校における教育活動の年間の流れと学校評価の基礎理論を含めたPDCAの重要性を理解している。

　③学級経営の仕組みと効果的な方法を理解している。

　④教職員や学校外の関係者・関係機関との連携・協働の在り方や重要性を理解している。

⑵学校と地域との連携：学校と地域との連携の意義や地域との協働の仕方について、取り組み事例を踏まえて理解する。

　①地域との連携・協働による学校教育活動の意義及び方法を理解している。

　②地域との連携を基とする開かれた学校づくりが進められてきた経緯を理解している。

⑶学校安全への対応：学校の管理下で起こる事件、事故及び災害の実情を踏まえて、学校保健安全法に基づく、危機管理を含む学校安全の目的と具体的な取組を理解する。

　①学校の管理下で発生する事件、事故及び災害の実情を踏まえ、危機管理や事故対応を含む学校安全の必要性について理解している。

　②生活安全・交通安全・災害安全の各領域や我が国の学校をとりまく新たな安全上の課題について、安全管理及び安全教育の両面から具体的な取組を理解している。

戦後における学校教育制度の変遷②：２０００年代まで

現代公教育制度の基本原理：憲法・教育基本法における

授業の内容

戦後における学校教育制度の変遷①：高度成長まで



授業計画 到達目標番号授業の内容

第15回
(1-2)-④

社会と子どもの変容に対応する教育経営の今日的課題

学校が内外の専門家等と連携・分担して、チームとして組織的に諸課題に対応する必要性について②：専門機関等との連携


